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要旨：  本研究では、小学校第５学年理科「流れる水のはたらき」において、実験

結果の撮影位置や角度、写真の並べ方、情報の書き込み方などの整理方法を

検討する活動を組み込んだ授業を実施した。実験結果の整理方法を個人で検

討した授業と、他者と検討した授業において、児童が作成したスライドを写

真配置やテキスト情報、矢印などの記号を用いた表現の観点から比較し，そ

の表れ方の変化を分析した。その結果、比較の視点に基づく写真配置、結果

と自分の考えを関係付けた記述、矢印などで情報を焦点化する表現を組み合

わせ、実験結果を対応させて比較・整理する特徴が認められ、これらが増加

していたことが確認された。実験結果の整理方法を他者と検討することが、

複数の実験結果を対応させて整理することを促す可能性が示唆された。 
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１．はじめに                                    

小学校理科の学習過程において、観察・実験の結果を児童が自ら整理・分析し、自分の考

えを表現することは重要な学習活動とされている (文部科学省 2018) 。 

近年、情報端末を用いて児童が実験結果を整理する実践が行われているが、教師が提示し

たデジタルワークシートを用いた整理 (市川ほか 2024) が中心であり、写真配置や文章表

現によって実験結果を対応付けて比較する表現については十分に検討されていない。 

そこで本研究では、小学校第５学年理科において、児童が情報端末を用いて自ら考案した

方法で整理した実験結果のスライドに着目し、写真配置、文章表現、囲みや矢印などの視覚

的注釈による表現の特徴を整理することを目的とした。 

２．研究の方法                                   

本実践は小学校第５学年理科「流れる水の

はたらき」 (全 11単位時間) の単元におい

て、単元内に２つの実験場面を設け、流れる

水のはたらきを調べる授業 (授業１) 、流れ

る水のはたらきの大きさを調べる授業 (授

業２) を行った。実験結果の写真撮影および

スライド上での整理方法について、授業１で

は個人で検討する場面を、授業２では個人で

の検討に加えて他者と相談する場面を組み

込んだ (表１) 。単元を通して、実験結果を

整理したスライドはクラウド上で共有し

た。 

実践授業は、都内公立 A 小学校第５学年

１学級 30名を対象に行い、単元を通して欠

席等のなかった 27 名分のスライドを分析

対象とした。分析にあたり、児童が実験結

果を比較する際に用いた表現に着目し、分

類 A「実験結果を比較するための写真配

置」、分類 B「スライドに記録されたテキス

ト情報」、分類 C「スライドに付記された視

覚的注釈」の３つの分類を設定した。各分類には実験結果の比較の仕方や表現の違いを捉え

る下位項目を設定し、これらに基づき、授業１・２で児童が作成したスライドを整理した。

図１は、授業２で実験結果を整理したスライドの一例である。 

３．結果と考察                                   

授業１から授業２にかけて、分類 A・B・Cのすべての観点において該当する児童が増加し

た (表２) 。特に、実験結果を比較する視点に対応した写真配置 (A-2) 、差異点や共通点

を示す文章表現 (B-2) 、実験結果と自分の考えを関係づけた文章表現 (B-3) 、実験結果

の重要部分を焦点化した視覚的注釈の付記 (C-2) において、授業２で顕著な増加が確認さ

表１ 授業２（第５〜７時）の学習の展開 
時 時間（分） 主な内容 

５ 

35 
・学習問題に対する予想や仮説を
設定し、検証方法を立案する。 

10 
・実験結果の撮影方法や結果の整
理方法を他者と話し合い、全体
で共有する。 

６ 
30 

・検証方法を基に実験し、選択した
方法で写真撮影をする。 

・個人で実験結果を整理する。 

20 
・実験結果をクラウド上で共有し
たり、直接交流したりする。 

・個人で考察する。 

７ 25 
・考察を全体で共有し、結論を導出
する。 

・ふり返りをする。 

15 ・次時の見通しをもつ。 

（小学校の１単位時間は 45 分、授業２は３単位時間で実施） 

 
図１ 児童が実際に作成したスライド 

（分類の観点名と点線枠等は筆者が追記した） 

 



れた。一方で、分類 C 「スライドに付記された視覚的注釈」全体としては、他の観点と比

べ、増加の程度に差が見られた。授業２では、実験結果の撮影方法や整理方法について他者

と相談しながら検討する活動を位置付けた。児童は、他者との検討やクラウド上に共有され

た他者の表現に触れ、自分と異なる写真配置や視覚的注釈の付け方に気付き、実験結果を対

応させて比較する視点を意識した表現を行うようになったと考えられる。 

また、単元終了後の児童の振り返り記述を検討したところ、写真配置や文章表現を通して

実験結果を比較したり、自分の考えと関係付けたりする視点について言及した記述が多く

見られた。一方で、囲みや矢印などを用いて実験結果の着目点を焦点化する視覚的注釈につ

いては、他の観点と比べて十分に言語化されていないことが確認された。 

４．まとめと課題                                 

本実践の分析から、児童は情報端末を用いて実験結果を整理する際、写真配置や文章表現、

囲みや矢印といった複数の表現を組み合わせながら、実験結果を対応付けて比較していた

ことが確認された。特に、他者と実験結果の撮影方法や整理方法を検討する場面では、複数

の実験結果を対応させて整理する表現が増加したことと関連していると考えられる。この

学習過程は、実験結果を対応させた整理を基に、自分の考えと関係付けて説明する表現が授

業２で多く見られた点と関連していると考えられる。一方で、実験結果の着目点を焦点化す

る視覚的注釈は、他の観点と比べ授業２にかけての出現傾向が小さかった。視覚的注釈は、

着目点を焦点化する表現として振り返り記述にも十分に言及されておらず、比較のための

表現手段として十分に定着していなかった可能性がある。実験結果の着目点を示す手段と

して視覚的注釈を位置付け、児童が複数の表現手段の中から適切なものを選択して実験結

果を整理する指導を行うことが、今後の課題である。 

なお、本研究は１学級 27名を対象とした１単元の実践に基づくものであり、今後は情報

端末を用いた実験結果の整理に関する実践を蓄積し、検討を進める必要がある。 
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表２ 授業１・授業２における実験結果の整理に関する各観点の人数の変化（n=27） 

分類 A 実験結果を比較するための写真配置 授業１ 授業２ 

 
A-1 実験結果を比較する視点 18    22    

A-2 実験結果を比較する視点に対応した写真配置 6    18    

A-1、A-2 の２観点をいずれももたなかった児童 9    4    

分類 B スライドに記録されたテキスト情報 授業１ 授業２ 

 

B-1 実験結果 25    25    

B-2 差異点や共通点 8    24    

B-3 結果と自分の考えの関係付け 8    25    

B-1、B-2、B-3 の３観点をいずれももたなかった児童 2    0    

分類 C スライドに付記された視覚的注釈 授業１ 授業２ 

 

C-1 動き・方向の明示 1    9    

C-2 重要部分の焦点化 8    17    

C-3 簡易的解釈 5    7    

C-1、C-2、C-3 の３観点をいずれももたなかった児童 16    8    

※各観点の人数は重複を含む（同一児童が複数の観点を併せて用いている場合がある） 


